
第 14 回

第 15 回

チーム力向上のための課題設定①

目標到達に向けたチームマネージメントについて

チーム力向上のためプログラム実施②

第 11 回 大会形式による競技の実際①

大会形式による競技の実際②第 12 回

第 5 回

第 6 回

大会形式による競技を終えて、振り返り・まとめ

メッセージ

なし

なし

真剣に取り組みましょう。
トレーニングウェア上下(トレパン・トレシャツ)(夏場は短パン、Tシャツ)と運動靴の準備。
講堂を利用する機会も多々であるので体育館シューズ(講堂専用運動靴)も準備すること。

怪我をすることがないよう、頑張りましょう。

教 科 書
参考図書

履修上の
留 意 点

〔参考図書〕

評価方法

〔教科書〕

レポート課題：授業内に提示したルーブリック表で評価を行う。
ルーブリックの大項目(①題意把握、理解把握、②論理構成・考察、③表現・文字の正確さ、
④引用・出典の提示、⑤量)　各項目20点

大会形式による競技の実際③

大会形式による競技の実際④

第 8 回

第 9 回

第 10 回

チーム力向上のためプログラム実施①

第 13 回

プログラムの評価と再検討第 7 回

第 4 回

授業概要
学習目標

授業回数

第 1 回

第 2 回

第 3 回

チーム力向上のためプログラム実施③

チーム力向上のためプログラム実施①

チーム力向上のためプログラム実施②

担 当

健康運動科学実践論

教 員 名

チーム競技におけるコミュニケーションとコーチング

団体スポーツにおける技術向上に向けた指導方法の学習。
スポーツを通した相互コミュニケーション能力の育成。

〔授業概要〕

〔学習目標〕

運動能力向上に向けて、適切な運動指導ができる。
競技者のモチベーションを向上させることができる。
運動プログラムの設定、評価ができる。

授業内容

チームの客観的評価と分析

単 位 数 1単位

時 間 数 30時間
平塚　将嗣

〖理学療法学科〗

授業形態 演習

配当学期 1年（後期）

授 業
科 目 名

基礎分野


